
颯
叫
ク
ン
ド
ラ

印
ia取
材
・
文
・

写
真
11

野
村
三
郎

T
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ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌
劇
場

10
月
1
1
日
、
ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌
劇
場
で
満
員

の
聴
衆
を
集
め
て
往
年
の
名
歌
手
、
グ
ン
ド
ラ
・

ヤ
ノ
ヴ
ィ

ッ
ツ
と
ク
リ
ス
タ
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ

の
対
談
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
二
人
は
1
9
5
0

年
代
か
ら
1
9
8
0
年
末
ま
で
ウ
ィ
ー
ン
国
立

歌
劇
場
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
り
、

こ
の
歌
劇
場
の
歴
史
に
永
遠
に
そ
の
名
を
留
め

る
で
あ
ろ
う
宮
廷
歌
手
の
称
号
を
も
つ
大
歌
手

で
あ
っ
た
。
し
か
も
カ
ラ
ヤ
ン
が
総
監
督
を
し

て
い
た
57年
か
ら
64年
ま
で
と
再
び
彼
が
こ
こ

に
復
帰
し
た
79年
か
ら
80年
ま
で
が
、
こ
の
両

名
歌
手
の
最
盛
期
で
も
あ
っ
た
。
当
日
は
ル
ー

ト
ヴ
ィ
ヒ
が
開
き
役
に
な
り
、
ヤ
ノ
ヴ
ィ

ッ
ツ

が
相
手
を
務
め
た
。
後
に
大
き
な
ヤ
ノ
ヴ
ィ

ッ

ツ
の
横
顔
が
映
し
出
さ
れ
、
そ
の
前
で
対
談
が

始
ま
っ
た
。

ヤ
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
1
9
3
7年
ベ
ル
リ
ン
で

生
ま
れ
た
。
幼
く
し
て
グ
ラ
ー
ツ
に
移
り
、
こ

の
地
で
育
っ
た
。
59年
カ
ラ
ヤ
ン
に
見
出
さ
れ
、

ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌
劇
場
の
研
究
生
と
な
り
、

60

年
に

《
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
》
の
バ
ル
バ
リ
ー
ナ

で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
同
年
バ
イ
ロ
イ
ト
音
楽
祭

の

《
パ
ル
ジ
フ
ァ
ル
》
の
花
の
乙
女
で
も
デ
ビ

ュ
ー
を
果
た
し
た
。
63年
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
歌

劇
場
に
所
属
し
、

66年
に
は
ベ
ル
リ
ン

・
ド
イ

ツ
オ
ペ
ラ
に
所
属
し
た
。
彼
女
の
ウ
ィ
ー
ン
国

立
歌
劇
場
で
の
主
な
経
歴
は

《
フ
ィ
ガ
ロ
の
結

「
宮
廷
歌
手
」
の
称
号
を
持
つ
往
年
の
名
歌
手
二
人
、
グ
ン
ド
ラ

・
ヤ
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
ク
リ
ス
タ
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
が
ウ
ィ
ー
ン
国

立
歌
劇
場
で
対
談
を
行
っ
た
。
ベ
ル
リ
ン
出
身
の
ヤ
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
グ
ラ
ー
ツ
出
身
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
、
カ
ラ
ヤ
ン
と
ベ
ー
ム
そ
れ

ぞ
れ
に
見
出
さ
れ
た
二
人
が、

1
9
5
0
S
80
年
代
に
同
歌
劇
場
で
活
躍
し
て
い
た
時
代
の
数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
披
露
し
た
。

． 

~, ・・.!f 
" 

ヤ
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
X

ク
リ
ス
タ
． 

::lfi 
ウイーン国立歌劇場の一時代を築いたグンドラ・ヤノヴィッツとクリスタ・ルートヴィヒ （右）10月 11日・ウィーン国立歌劇場）

婚
》
（
伯
爵
夫
人
71
回
、
ケ
ル
ビ
ー
ノ
15
回
、
以

下
同
）
、

《
ナ
ク
ソ
ス
島
の
ア
リ
ア
ド
ネ
》
(48

回）、

《ば
ら
の
騎
士
》
（
元
帥
夫
人
43
回
）、
《腐

笛
》
（第
1
の
侍
女
35
回
、
パ
ミ
ー
ナ
22
回）、

《
ア
ラ
ベ
ラ
》
(29回）、
《
カ
プ
リ
ッ
チ
ョ
》
（伯

爵
夫
人
27
回）、

《ド
ン

・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
》
（ド

ン
ナ

・
ア
ン
ナ
27
回
、
ド
ン
ナ

・
エ
ル
ヴ
ィ
ラ

5
回）、

《椿
姫
》
（
フ
ロ
ー
ラ
21
回）、

《
コ
ジ
・

フ
ァ
ン
・
ト
ウ
ッ

テ
》
（フ
ィ
オ
ル
デ
ィ
リ
ー

ジ
18
回）、

《
ド
ン
・カ
ル
ロ
》
（
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト

8
回
、
天
の
声
18
回）、

《売
ら
れ
た
花
嫁
》
（マ

リ
ー
12
回）、
《
ワ
ル
キ
ュ
ー
レ
》
（
ゲ
ル
ヒ
ル
デ

13
回
）
な
ど
合
計
47
の
役
で
6
9
2
回
出
演
し

て
い
る
。

こ
の
他
多
く
の
録
音
を
残
し
バ

ッ
ハ
《
マ
タ

イ
受
難
曲
》、
「
ミ
サ
曲
」
口
短
調
、
ハ
イ
ド
ン

《天
地
創
造
》《
四
季
》、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

《
フ

イ
デ
リ
オ
》、
「
交
押
曲
第
9
番」

《
ミ
サ
・
ソ
レ

ム
ニ
ス
》、
プ
ラ
ー
ム
ス

《
ド
イ
ツ
レ
ク
イ
エ

ム
》、
ワ
ー
グ
ナ
ー

《
ワ
ル
キ
ュ
ー
レ
》、
《神
々

の
黄
昏
》、
R
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
「
4
つ
の
最
後

の
歌
」
を
カ
ラ
ヤ
ン
の
指
揮
の
下
演
奏
し
て
い

る
。
上
記
の
オ
ペ
ラ
の
多
く
は
カ
ラ
ヤ
ン
指
揮

で
行
わ
れ
、
ヤ
ノ
ヴ
ィ

ッ
ツ
は
カ
ラ
ヤ
ン
を
師

と
仰
い
で
い
る
。

一
方
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
を
見
出
し
た
の
は
カ

ー
ル

・
ベ
ー
ム
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
1
9
2
8

レ
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ

）
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年
ベ
ル
リ
ン
で
指
揮
者
の
父
、
ア
ル
ト
歌
手
の

母
親
の
下
に
生
ま
れ
、
隣
の
部
屋
で
レ
ッ
ス
ン

を
聴
き
な
が
ら
育
っ
た
の
で
、
そ
れ
ら
を
楽
譜

を
見
な
い
で
暗
譜
す
る
と
い
、
ユ
思
ま
れ
た
環
境

に
育
っ
た
。
彼
女
の
デ
ビ
ュ

ー
は

46年
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
・
ア
ム

・
マ
イ
ン
歌
劇
場
で
の

《
こ

、
？
も
り
》
の
オ
ル

ロ
フ
ス
キ
ー
で
あ
っ
た
。
団

年
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
歌
劇
場
に
、
翌
55年
ベ
ー
ム

に
よ
り
ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌
劇
場
に
招
か
れ
、
以

来

94年
の
引
退
ま
で
幅
広
く
活
躍
し
た
。

ウ
ィ
ー
ン
で
は

《
コ
ジ
・
フ
ァ
ン
・
ト
ウ

ッ

テ
》
（
ド
ラ
ベ
ラ
58
回）、

《魔
笛
》
（
第
二
の
侍

女
57
回）、

《ば
ら
の
騎
士
》
（
元
帥
夫
人
21
回、

オ
ク
タ
ヴ
ィ
ア
ン

56回）、
《
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
》

（
ケ
ル
ビ
ー
ノ

51回）、

《
エ
レ
ク
ト
ラ
》
（
ク
リ

テ
ム
ネ
ス
ト
ラ
49回）、
《
カ
プ
リ
ッ
チ
ョ
》
（ク

ラ
リ
オ
ン

36回）、

《ド
ン
・
カ
ル
ロ
》
（
エ
ボ
ー

リ
姫
32回）、
《
カ
ル
メ
ン
》
（
カ
ル
メ
ン

28
回）、

《
ワ
ル
キ
ュ
ー
レ
》
（
フ
リ
ッ
カ
26
回）、

《
ナ
ク

ソ
ス
島
の
ア
リ
ア
ド
ネ
》
（
作
曲
家
26
回）、
《
フ

ァ
ル
ス
タ
ッ

フ
》
（
ミ
セ
ス
・
ク
イ
ッ
ク
リ
ー
22

回）、
《
チ
ェ
ネ
レ
ン
ト
ラ
》
（
ア
ン
ゲ
リ
ー
ナ
21

回）、
《
ア
イ
ー
ダ
》
(21
回
）
と
ソ
プ
ラ
ノ
か
ら

メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
の
領
域
ま
で
幅
広
く
歌
っ
て
お

り、

43
の
役
で

7
7
0
回
も
出
演
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
カ
ー
ル
・ベ
ー
ム
指
揮
は
も
と
よ
り
、

カ
ラ
ヤ
ン
指
揮
の
下
で
も
多
く
演
奏
し
た
。

．
 

こ
の
二
人
は
国
際
的
名
声
を
持
つ
あ
ら
ゆ
る

歌
劇
場
、
音
楽
祭
に
出
演
し
て
い
る
。
二
人
が

ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌
劇
場
の
舞
台
で
共
演
し
た
の

は
80回、

30年
に
わ
た
る
。
二
人
の
初
め
て
の

共
演
は
カ
ラ
ヤ
ン
指
揮
の

1
9
6
0年

《神
々

の
黄
昏
》
で
第
二
の
ノ
ル
ン
と
ヴ
ォ
ー
ク
リ
ン

デ
で
あ
っ
た
。
最
後
は
ホ
ル
ス
ト
・
シ
ュ
タ
イ

ン
指
揮
の
下
87年
ま
た
も
や

《神
々
の
黄
昏
》

の
ワ
ル
ト
ラ
ウ
テ
と
グ
ー
ト
ル
ー
ネ
で
あ
っ

た
。
話
は
当
然
の
こ
と
デ
ビ
ュ

ー
か
ら
主
に
カ

ラ
ヤ
ン
を
巡
っ
て
交
わ
さ
れ
た
。
話
の
途
中
で

背
後
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
ヤ
ノ
ヴ
ィ

ッ
ツ
の
演
ず

る
舞
台
が
映
し
出
さ
れ
、
時
に
録
音
も
流
さ
れ

こ
。

t
 

中
で
も
ヤ
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
い
え
ば
話
題
に
な

る

《
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
》
の
伯
爵
夫
人
の
ア
リ

ア

〈楽
し
い
思
い
出
は
ど
こ
へ
〉
の
抑
制
の
き

い
た
エ
レ
ガ
ン
ト
な
場
面
は
、
か
つ
て
の
彼
女

の
歌
手
と
し
て
の
最
高
の
瞬
間
を
あ
り
あ
り
と

思
い
出
さ
せ
て
く
れ
、
満
場
割
れ
る
よ
、

2
は
拍

手
が
沸
い
た
。
こ
の
時
ほ
ど
二
人
の
オ
ペ
ラ
を

留
学
時
代
し
ば
し
ば
聴
い
た
こ
と
の
幸
運
を
思

わ
ず
に
は
お
れ
な
か
っ
た
。
二
人
も
当
時
の
こ

と
が
思
い
出
さ
れ
た
よ
う
で
、
カ
ラ
ヤ
ン
の
指

揮
ぶ
り
、
練
習
、
本
番
の
様
子
に
話
は
及
ん
だ
。

カ
ラ
ヤ
ン
は
帝
王
と
呼
ば
れ
、
我
々
に
は
近
寄

り
難
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
話
に
登
場
す
る

カ
ラ
ヤ
ン
は
ま
っ
た
く
異
な
り
、
歌
手
に
対
し

て
は
思
い
や
り
深
い
人
物
像
が
浮
か
ん
で
き

た
。一

方
、
カ
ラ
ヤ
ン
時
代
の
ワ
ー
グ
ナ
ー
《指

環
》
に
二
人
と
も
出
演
し
て
お
り
、
こ
う
い
う

話
は
興
味
深
か
っ
た
。

二
人
と
も
オ
ペ
ラ
だ
け
で
な
く
歌
曲
、
オ
ラ

ト
リ
オ
、
ミ
サ
曲
の
世
界
で
も
活
躍
し
て
お
り
、

宅・.~ =--we.... 
-~""""' :'iマc_;;,.,,j!

ヤノヴィッツが「話し手」、ルートヴィヒが「聞き手」というスタンスで会は進められた

ま
た
63年
に
は

一
緒
に
カ
ラ
ヤ
ン
指
揮
の

《第

九
》
を
共
に
ザ
ル
ッ
プ
ル
ク
音
楽
祭
で
共
演
し

て
も
い
た
の
だ
。
共
演
と
い
え
ば
、
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
歌
劇
場
で
は
67年
に

《指
環
》
で
、
ジ

ー
ク
リ
ン
デ
と
フ
リ
ッ
カ
で
デ
ビ
ュ
ー
も
し
て

も
い
た
の
だ
。
現
代
の
奇
妙
な
演
出
な
ど
な
か

っ
た
最
高
の
時
代
を
築
い
た
共
演
者
の
思
い
出

は
尽
き
る
こ
と
な
く
、
内
容
豊
か
で
聴
衆
に
か

つ
て
の
時
代
を
甦
え
ら
せ
て
く
れ
た
。
こ
れ
ら

の
名
歌
手
た
ち
の
か
つ
て
の
エ
レ
ガ
ン
ト
で
美

し
い
時
代
は
去
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
何
時
ま
で

も
伝
説
と
し
て
語
り
継
が
れ
る
で
あ
ろ
う
。
感

銘
深
い

一
夜
で
あ
っ
た
。

往年の大歌手をひと目見ようと、ウィーン国立歌劇場にはたくさんの人々が詰めかけた
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